
 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

降水システムⅠ 

 座長 ： 鵜沼 昂（京大防災研） 

A101 津口 裕茂 (気象研) 2013 年 8月 9日の秋田・岩手県の大雨の発生要因について 

A102 加藤 輝之 (気象研) 台風 1326号にともなう伊豆大島の大雨の発生要因 

A103 川野 哲也 (九大院理) 2013年 3月 2日道東地方に暴風雪被害をもたらした爆弾低気圧の数値シミ

ュレーション 

A104 鵜沼 昂 (京大防災研) 日本の暖候期における停滞性降水システム発生前の環境条件 

A105 山田 広幸 (琉球大理) 2010 年奄美豪雨の期間中に北へ伝播する降水システム 

A106 吉田 翔 (気象工学) ３次元解析手法を用いた局地的大雨早期探知手法の検討 



 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

気候システムⅠ 

 座長 ： 西井 和晃（東大先端研） 

B101 釜堀 弘隆 (気象研) 再解析に表現される熱帯低気圧の降水量場構造 

B102 尾瀬 智昭 (気象研) 赤道太平洋海面水温変動の中高緯度大気への影響頻度（２） 

B103 西井 和晃 (東大先端研) 気候モデル中での夏季南半球亜寒帯ジェットと海面水温前線帯 

B104 田中 翔 (東大先端研) 冬季北太平洋上テレコネクションパターンの維持過程における傾圧エネル

ギー変換の重要性 

B105 垪和 優一 (岡山大院) 秋から冬にかけてのストームトラックと関連したシベリア高気圧の日々の

発達と季節進行 

B106 星 一平 (新潟大理) 北半球高緯度の海氷域変動による大気循環場への影響 



 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

中層大気 

 座長 ： 鈴木 睦（宇宙研） 

C101 大羽田 剛史 (九大院理) 成層圏突然昇温により引き起こされる半年周期振動の年々変動 

C102 宮原 三郎 (九大理) 成層圏突然昇温に伴う下部熱圏全球平均温度変動 

C103 塩谷 雅人 (京大生存研) SMILES による中層大気科学の新展開 - その成果概要 - 

C104 鈴木 睦 (宇宙研) JEM/SMILES からの VSLS Bryの推定(その 2) 

C105 木下 武也 (NICT) El Niño 期，La Niña 期に見られる熱帯域と中高緯度におけるプラネタリー波活

動の 3次元構造に関する研究 



 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

環境気象 

 座長 ：稲津 將（北大院理） 

   

D101 稲津 將 (北大院理) 札幌におけるシラカバ花粉の日飛散量重回帰予測 

D102 板橋 秀一 (電中研) ポテンシャルオゾンに適用した発生源寄与評価手法の相互比較 

D103 王 敏叡 (名大院環境) 暖候期から寒候期へ移行する時期におけるウランバートルの大気境界層の

構造と大気汚染に関する研究 

D104 茂木 信宏 (東大院理) レーザー誘起白熱・光散乱法によるブラックカーボン含有粒子の形態分析

法 

D105 朽木 勝幸 (気象研) 札幌における 2007-2013年の 6冬期間の積雪不純物濃度 

 



 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 13:30～17:00 専門分科会 

 A 会場   

｢モンスーン・熱帯気象研究の新たなブレイクスルーを目指して 

－村上多喜雄先生追悼特別セッション－｣ 

 座長 ： 松本 淳（首都大） 

A151 中澤 哲夫 (WMO) The TIGGE database predicted extreme warm/cold events in NH in Jan. 2014 

A152 藤波 初木 (名大地球水循環) 夏季南アジアの多雨地域に卓越する準二週間周期変動 

A153 佐藤 尚毅 (学芸大) 大気海洋結合のある浅水方程式系において導出された遅い東進モードと MJO 

A154 安永 数明 (富山大学) MJO における風の回転成分による水蒸気輸送の効果 

A155 小寺 邦彦 (名大 STE研) 熱帯成層圏－対流圏結合における対流雲貫入の役割：成層圏突然昇温時

の事例 

A156 江口 菜穂 (九大応力研) モンスーンと上部対流圏・下部成層圏の科学 

 

 休憩 

   

 座長 ： 中澤 哲夫（WMO） 

A157 松村 伸治 (北大院地球環境) 近年の梅雨活発化に伴った太平洋高気圧の強化 

A158 福富 慶樹 (JAMSTEC) インド洋域における季節内熱帯中緯度相互作用と多重スケール構造の研

究の現状と展望 

A159 尾形 友道 (筑波大院生命環境) 海洋の視点から見たインド・アジアモンスーン 

A160 岩﨑 慎介 (愛媛大 沿岸センター) 冬季黄海・東シナ海の沿岸域での大気海洋相互作用による負

のフィードバック 

A161 安藤 雄太 (三重大院生物資源) 大気循環と日本周辺の海面水温が日本の気候に与える影響 

A162 菅野 湧貴 (東北大院理) 特定温位面以下の寒気質量とその生成・流出・消滅 

 

 休憩 

   

 座長 ： 川村 隆一（九大） 

A163 芳村 圭 (AORI) 色水解析と水同位体比からみたアジアモンスーン 

A164 井上 知栄 (JAMSTEC) 夏季西部北太平洋モンスーン季節進行の気候モデル再現性 

A165 梶川 義幸 (理研計算科学) NICAM で再現された 2012 年のインドモンスーンオンセット 

A166 釜江 陽一 (環境研) 海陸の温度コントラストと夏季モンスーンの変動 ～過去から将来にかけて

～ 

A167 遠藤 洋和 (気象研) 温暖化気候下における地域モンスーン降水の変化 ～熱力学的効果と力学的効

果～ 

A168 二宮 洸三 (無所属) アジアモンスーン域の降水系気候学の提案 



 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 13:30～17:00 専門分科会 

 B 会場   

｢都市における極端気象｣ 

  

趣旨説明 

   

 座長 ： 小司 禎教（気象研） 

B151 石原 正仁 (極端気象適応社会教育ユニット) TOMACS 期間中の首都圏に発生した積乱雲の分類 

B152 清野 直子 (気象研) 首都圏における対流性降水環境場の観測と数値実験 

B153 南雲 信宏 (気象研) NHM を用いた夏季関東平野の積乱雲のシミュレーションとその検証 

B154 瀬戸 芳一 (都環研／首都大院) 東京都区部で発生した短時間強雨時の降水量分布と地上風系・可

降水量との関係 

B155 小林 文明 (防大地球) 地上稠密観測 POTEKAによる竜巻・ダウンバーストの観測 

B156 高橋 日出男 (首都大都市環境) 稠密な地上風監視に基づく東京都区部の短時間強雨予測可能性の

検討 

B157 平野 洪賓 (NIED) VILを用いた豪雨直前予測 -10 分先雨量ナウキャスト- 

B158 Shakti  P. C. (NIED) Nowcasting of Rainfall over the Kanto Region, Japan using Short Term Ensemble 

Prediction System (STEP) 

 

 休憩 

   

 座長 ： 三隅 良平（防災研） 

B159 中谷 剛 (防災科研) 極端気象情報の住民への提供に関する検討 

B160 吉井 護 (東京消防庁) 東京消防庁における MP レーダーの活用 

B161 大西 晴夫 (防災科研) 日本気象予報士会の協力で行ったナウキャスト社会実験について 

B162 関谷 直也 (東大総合防災情報) デジタルサイネージを活用した Xバンド MP レーダー降雨情報の

伝達に関する社会実験の評価と改善 

B163 道本 光一郎 (ウェザー・サービス) 気象情報の提供方法等に関する一考察 

B164 廣井 慧 (慶應大院／東京都環境科学研) 短時間強雨に対する高校生の防災教育システムの開発と

その活用 

 

 総合討論 

 

 まとめ 



 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 13:30～17:00 一般口頭発表 

 C 会場   

中高緯度大気・相互作用Ⅰ 

 座長 ： 堀 正岳（JAMSTEC） 

C151 鷹野 敏明 (千葉大工院) 北極ニーオルスン基地での雲レーダ初期観測結果 

C152 田中 博 (筑波大計算科学) AOI 方程式を用いた北極振動のクロススペクトル解析 

C153 相澤 拓郎 (筑波大院生命環境) Cyclone Phase Space を用いた北極低気圧のライフサイクルの解析 

C154 猪上 淳 (極地研) 北極海の定点観測で得られた大気ー海洋ー生態系の時系列データ 

C155 佐藤 和敏 (総研大複合科学) CFSR再解析データにおける海氷上積雪深の再現性について 

C156 堀 正岳 (JAMSTEC) 「みらい」北極航海 MR13-06において観測された海面水温と AMSR2 衛星に

よって推定された海面水温との比較 

C157 篠田 太郎 (名大地球水循環) 雲解像モデル CReSS を用いた北極海低気圧の再現実験 

C158 三井 拓 (長大院水産環境) バレンツ海のポーラーロウの WRF による実験 

C159 山崎 哲 (地球シミュレータセンター) 北極域ゾンデ観測の北極低気圧予測へのインパクト：2012

年 8月の事例 

 



 大会第 1 日 〔 5 月 21 日(水) 〕 13:30～17:00 一般口頭発表 

 D 会場   

気候システムⅡ 

 座長 ： 村田 昭彦（気象研） 

D151 松本 直也 (三重大院生物資源) 三重県北部における降雪と風の関係性について 

D152 松本 健吾 (岡山大教育) 東日本における梅雨～盛夏期の大雨日に関する気候学的解析 

D153 藤部 文昭 (気象研) 東京都における熱中症死者多発日の気温特性 

D154 阿如漢 (名大院環境) ゴビ砂漠における植生被覆とダスト発生頻度・気象要素の関係 

D155 玉置 雄大 (北大理) 夏季北海道におけるサンプリングダウンスケーリング 

D156 村田 昭彦 (気象研) 格子間隔 5kmの改良版地域気候モデルによる現在気候の再現性 

D157 牛山 朋來 (土研 ICHARM) フィリピン・パンパンガ川流域を対象とした力学的ダウンスケーリン

グ 

D158 小畑 淳 (気象研) 巨大火山噴火による環境変動－モンスーン前の噴火か否か－ 

D159 杉 正人 (気象研) 寒冷化すると台風は増えるか？ 

D160 横山 千恵 (東大大気海洋研) 梅雨期の降雨変化に関する研究：JRA55 再解析データによる長期変

化と CMIP5マルチ気候モデルデータによる将来変化 

D161 立入 郁 (JAMSTEC/RIGC) MIROC-ESMについての 2℃/3℃安定化シナリオとしての RCP2.6/4.5シ

ナリオの延長 

D162 筒井 純一 (電中研) 気候安定化目標の検討における将来の気温変化の確率論的評価 

D163 瀬口 貴文 (防衛大地球海洋) 空気潤滑法で生成される泡によるジオエンジニアリングの効果 



 大会第 2 日 〔 5 月 22 日(木) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

気候システムⅢ 

 座長 ： 川合 秀明（気象研） 

A201 内山 常雄 (気象予報士会) 2013年と 2012年の年平均気温偏差とその季節変動 

A202 今田 由紀子 (東大大気海洋研) 平成 25 年夏季の日本の猛暑に対する地球温暖化の寄与(Event 

Attribution) 

A203 谷貝 勇 (元気象大) 地球温暖化が影響する日本の冷夏と暑夏について（その６）―竜巻に影響す

る角運動量輸送と成層不安定の増大― 

A204 神代 剛 (気象研) 衛星観測シミュレータ COSP を用いた MRI-CGCM3 雲分布の再現性評価 

A205 川合 秀明 (気象研) 中緯度の海洋下層雲の鉛直構造 －日変化－ 

A206 新藤 永樹 (気象研) 気象研究所全球気候モデルの熱帯海洋上の比湿プロファイルのバイアスにつ

いて 

A207 楠 昌司 (気象研) 全球大気モデル MRI-AGCM3.2 の降水量再現性 

A208 小倉 知夫 (環境研) MIROC5 放射バイアスのパラメータ依存性 

A209 塩竈 秀夫 (国環研) マルチパラメータ・マルチ物理アンサンブル：気候感度の不確実性を調べる

新アプローチ 



 大会第 2 日 〔 5 月 22 日(木) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

B 会場 

観測手法 

 座長 ： 佐藤 晋介（NICT） 

B201 山本 哲 (気象研) 世界各国における地上気象観測環境基準の現状 

B202 川村 誠治 (NICT) パッシブレーダの研究開発―地上デジタル放送波を用いた水蒸気観測― 

B203 佐藤 晋介 (NICT) フェーズドアレイ気象レーダー・ドップラーライダー融合システム(PANDA)の

開発 

B204 民田 晴也 (名大地球水循環) 低コストレーザラインスキャナによる降雪粒子形状計測 

B205 西川 将典 (北大低温研) 蔵王における 2 台の Ka帯レーダを用いた融解層の対向観測実験 

B206 古澤 文江 (名大地球水循環) ２台の Ka 帯レーダによる降水強度の推定 

B207 青梨 和正 (気象研) 次世代のマイクロ波イメージャ降水リトリーバルアルゴリズム開発（その２） 

B208 足立 アホロ (気象研) レーダーシミュレーターによる偏波パラメータ計算結果のレーダー観測へ

の応用（その５）C-band 二重偏波レーダーによる降雨減衰の補正と降水強度の推定 

B209 上米良 秀行 (土研) ジャワ島中東部ソロ川流域における衛星雨量プロダクト GSMaP の性能調査 

(第 2 報) 



 大会第 2 日 〔 5 月 22 日(木) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

中高緯度大気・相互作用Ⅱ 

 座長 ： 山本 勝（九大応力研） 

C201 町村 輔 (東大先端研) JRA55 再解析データに基づく PJ パターンの解析 

C202 小川 晨一 (東大先端研) MIROC5 気候モデルによる PJパターンの再現性と将来変化 

C203 山本 勝 (九大応力研) 日本海が低気圧と北西太平洋に与える影響：急発達する低気圧の事例につ

いて 

C204 見延 庄士郎 (北大院理) 夏季メキシコ湾流上での非断熱加熱に対する大気応答 

C205 森岡 優志 (JAMSTEC/RIGC) 南インド洋の海面水温がマスカリン高気圧の変動に及ぼす影響 

C206 平沢 尚彦 (極地研) 2012/13 年夏に起こった南極氷床表面の融解現象 



 大会第 2 日 〔 5 月 22 日(木) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

放射 

 座長 ： 岡本 創（九大応力研） 

D201 大方 めぐみ (気候システム研究系) 三次元離散雲の放射収支算定に関わる放射伝達解法の研究

（３） 

D202 石元 裕史 (気象研) 赤外サウンダ AIRSデータの 1DVARリトリーバルから推定した北極域対流圏

中上層の水蒸気場と CloudSat/CALIPSO 解析による雲情報との関係 

D203 岡本 創 (九大応力研) CloudSat-CALIPSO-AIRS 衛星の複合利用による過飽和度と氷雲微物理特性

の解析 

D204 関口 美保 (海洋大学・院) 衛星から見た雲エアロゾル相互作用の地域特性と季節変動 

D205 竹中 栄晶 (AORI) 静止気象衛星「ひまわり」観測データに基づく日射量の推定と太陽光発電出力

の準リアルタイム・モニタリング 

D206 大竹 秀明 (産総研) 電力系統運用のための日射量予測値の応用解析 



 大会第 3 日 〔 5 月 23 日(金) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

台風Ⅰ 

 座長 ： 中野 満寿男（JAMSTEC/RIGC） 

A301 佐藤 正樹 (東大 AORI) 地球温暖化に伴う熱帯低気圧の発生数の変化について 

A302 中野 満寿男 (JAMSTEC/RIGC) 夏季の北西太平洋域における台風発生予測可能性と季節内変動 

A303 柳瀬 亘 (東大大気海洋研) 熱帯・亜熱帯・温帯の環境場における低気圧の理想化実験 その２ 

A304 中田 晃志 (三重大生物資源) 台風の遠隔強制から紐解く 2011 年台風 12 号が日本に上陸した理由 

A305 北畠 尚子 (気象研) 台風 1318 号の発達とそれに伴う近畿地方の大雨の発生要因 

A306 金田 幸恵 (名大地球水循環) 水平解像度 2kmの非静力学モデルを用いた狩野川台風(TY195822: 

IDA)の再現実験 

A307 青梨 和正 (気象研) 台風進路予報のための領域非静力データ同化システムの開発（その１）－雲

解像モデル用の Neighboring Ensemble に基づく変分法同化法－ 

A308 山岬 正紀 (気象研) 熱帯低気圧モデルにおける乱流のパラメタリゼーションの効果 

A309 竹見 哲也 (京大防災研) 2013年台風 30号の最大強度 895 hPaの再現シミュレーション 



 大会第 3 日 〔 5 月 23 日(金) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

物質循環 

 座長 ： 松井 仁志（JAMSTEC/RIGC） 

B301 青木 輝夫 (気象研) グリーンランド氷床上における光吸収性積雪不純物の積雪表面濃縮過程 

B302 及川 栄治 (東大大気海洋研) クラスタリングを用いた AERONET データのエアロゾルタイプ分類 

その２ 

B303 松井 仁志 (JAMSTEC/RIGC) アジア域の有機エアロゾル生成の人為・自然起源相互作用：VBS モ

デルの開発と検証 

B304 河合 慶 (名大院環境) モンゴル国ダランザドガドにおけるアジアダストのシーロメーター観測：

2013年 5 月のダストイベントの事例解析 

B305 渡邊 明 (福島大・理工) 放射能ゾンデ観測 

B306 鶴田 治雄 (東大大気海洋研) 福島およびその周辺 4 地点における大気エアロゾル中の Cs-137 濃度

の３年間の長期変化 

B307 内野 修 (環境研) GOSAT SWIRから導出されたエアロゾル光学特性と地上観測との比較 

B308 井上 誠 (環境研) GOSAT プロダクトの検証と地上 FTS の検定を目的とした航空機観測 

B309 長澤 親生 (首都大システムデザイン) 車載型 1.6μmCO2-DIALによる低高度からの CO2濃度移動観

測 



 大会第 3 日 〔 5 月 23 日(金) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

雲物理 

 座長 ： 田尻 拓也（気象研） 

C301 田尻 拓也 (気象研) 広範なエアロゾル種の雲核・氷晶核能に関する研究（その５） 

C302 小池 克征 (いであ) 多摩川上流域における地上リモートセンシングデータを用いたシーディング

有効雲の統計解析 

C303 久芳 奈遠美 (東大大気海洋研) 衛星観測データの雲物理学的解析（２）―ハイブリッド雲微物理

モデルによる CFODD の解析― 

C304 本吉 弘岐 (防災科研雪氷) 自動記録式電子天秤を用いた降雪粒子の質量・粒径・落下速度の同時

測定 

C305 佐藤 陽祐 (理研計算科学) 境界層雲の数値実験に雲微物理スキームが及ぼす影響評価 

C306 真木 太一 (九大名誉教授) 三宅島・御蔵島付近での 2013年 3月 14日と 12月 15 日の液体炭酸散

布による人工降雨実験 

C307 岩崎 博之 (群馬大教育) 落雷エネルギーに注目した日本周辺の雷活動の気候学的研究 

C308 道本 光一郎 (ウェザー・サービス) 航空機の被雷防止法（より具体的な提案）について 



 大会第 3 日 〔 5 月 23 日(金) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

気象教育 

 座長 ： 山本 哲（気象研） 

D301 山本 哲 (気象研) 「藤原の効果」の語の起こりについての推論 

D302 草薙 浩 (京都ウェザー) 気温図と四季気温マップ（III）－東西 4000 kmの広大なアメリカ合衆国

の地形と四季気温マップ－ 

D303 草薙 浩 (京都ウェザー) 季節進行指標と植生：平年の桜開花日 

D304 三戸口 誉之 (神戸大附属中等) 兵庫県神戸市における海陸風の統計的解析 

D305 加藤 内藏進 (岡大・教育・理科) 大陸移動と日本の気候環境に関する教育学部での学際的授業の

試み（多彩な季節感を育む季節サイクルに注目して） 

D306 加藤 内藏進 (岡大・教育・理科)  冬を挟む季節進行の非対称性と季節感を切り口とする日本の気

候環境に関する学際的授業の開発（高校での試行） 



 大会第 4 日 〔 5 月 24 日(土) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

台風Ⅱ・熱帯大気 

 座長 ： 坪木 和久（名大地球水循環） 

A401 坪木 和久 (名大地球水循環) 雲粒子ゾンデを用いた台風FRANCISCO(2013)の上部吹き出し層の巻

雲の観測 

A402 辻野 智紀 (名大地球水循環) 理想化した熱帯低気圧における多重壁雲の構造と壁雲の置き換わり

の関係 

A403 和田 章義 (気象研) 台風 1330号(Haiyan)における大気海洋環境場の役割 

A404 加藤 雅也 (名大地球水循環) CReSS-NHOES を用いた日々のシミュレーションで再現された台風 

A405 篠田 太郎 (名大地球水循環) 非静力学大気海洋結合モデル CReSS-NHOES を用いた台風の発達に

影響を及ぼす環境因子の評価 

A406 大内 和良 (JAMSTEC) マッデンジュリアン振動の発生を促進するサイクロンの活動～全球雲解

像モデル NICAM の予測計算からの示唆～ 

A407 伍 培明 (JAMSTEC/RIGC) インドシナ東海岸に持続的豪雨をもたらした熱帯擾乱の発達・維持に

MJO の影響 

A408 金丸 佳矢 (名大院環境) 熱帯季節内振動に伴う海面暖水偏差形成における海上風背景場の役割 

A409 林 未知也 (東大院理) 鉛直構造に依存した熱帯不安定擾乱の特性の固有値問題による再考 



 大会第 4 日 〔 5 月 24 日(土) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

気象予報・データ同化 

 座長 ： 大塚 道子（気象研） 

B401 松枝 未遠 (University of Oxford) Predictability of wintertime Euro-Atlantic weather regimes in 

medium-range forecasts 

B402 山口 宗彦 (気象研) 観測データを用いたアンサンブルスプレッドとアンサンブル平均予報誤差の

関係の診断 

B403 石橋 俊之 (気象研) 随伴演算子による観測データのインパクト評価とその応用（続報） 

B404 大塚 道子 (気象研) 高頻度衛星観測による大気追跡風（AMV）の同化実験 

B405 国井 勝 (気象研) アンサンブルカルマンフィルタを用いた台風の位置，中心気圧の同化実験 

B406 伊藤 耕介 (琉球大理) Hybrid EnKF-4DVar データ同化法の JNoVAへの実装 

B407 折口 征二 (気象研) NHM-EnVar システムの開発 

B408 露木 義 (気象研) 決定論的予測可能性の必要条件と変分法データ同化（第 3報） 



 大会第 4 日 〔 5 月 24 日(土) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

降水システムⅡ 

 座長 ： 久保田 拓志（JAXA/EORC） 

C401 沖 理子 (JAXA/EORC) 全球降水観測計画（GPM）の概要と初期結果 

C402 久保田 拓志 (JAXA/EORC) 全球降水観測計画（GPM）二周波降水レーダ（DPR）の初期検証結果 

C403 重 尚一 (京大院理) TRMM PR によって観測されたアジアモンスーン域における背の低い地形性

豪雨 

C404 小司 禎教 (気象研) 複数測位衛星の視線遅延量を利用した観測点周囲の PWV 分布解析 

C405 河田 雅生 (九大院理) 下層水平風の鉛直シア変化に対するスコールラインの応答(2) 

C406 馬場 雄也 (JAMSTEC) 急峻な微細地形への対流の応答実験 

C407 堀之内 武 (北大院地球環境) 夏季の東アジア・北西太平洋域の総観規模変動，水蒸気輸送，降水

への上部対流圏の渦位擾乱の影響 

C408 岡田 靖子 (京大防災研) 温暖化実験データを用いた梅雨期大気場の解析 



 大会第 4 日 〔 5 月 24 日(土) 〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

大気境界層 

 座長 ：仲吉 信人（東工大院理工） 

D401 松尾 諒 (京大人環) 街と森における気温と水蒸気量の違いについて―春夏と冬の観測結果の比較
― 

D402 平野 竜貴 (防衛大地球海洋) 東京都心における二酸化炭素フラックス観測 

D403 八木 綾子 (東工大院理工) ドップラーライダーで観測された大気境界層における流れ場の分類 

D404 仲吉 信人 (東工大院理工) 気象解析のための全日本都市幾何データベースの構築と世界への拡張

可能性 

D405 稲垣 厚至 (東工大) TIVによる塵旋風の水平二次元速度分布計測 

D406 菊本 雄紀 (名大院環境) 夏季の濃尾平野における高温の発生要因に関する気候学的研究 

D407 西澤 誠也 (理研計算科学) LES における格子アスペクト比に対する境界層乱流の依存性 

D408 北村 祐二 (気象研) 混合距離の非等方性を考慮した大気境界層乱流モデルの構築 



 大会第 4 日 〔 5 月 24 日(土) 〕 13:30～17:00 一般口頭発表 

 B 会場   

竜巻 

 座長 ： 楠 研一（気象研） 

B451 山内 洋 (気象研) つくば竜巻に伴う渦と飛散物の時間・高度変化 

B452 益子 渉 (気象研) 2012年 5月 6日につくば市に被害をもたらしたスーパーセル竜巻の発生機構（第

2 報） 

B453 荒木 健太郎 (気象研) つくば竜巻をもたらしたスーパーセル近傍環境場の高頻度観測・解析 

B454 佐々 浩司 (高知大理) 越谷竜巻をもたらした親雲の映像による解析 

B455 佐藤 英一 (気象研) 竜巻の親雲の構造解析―越谷・野田竜巻のケース― 

B456 加藤 輝之 (気象研) 平成 25 年 9月 2日越谷・野田竜巻の発生要因 

B457 加藤 亮平 (気象研) 多点型地上観測システムでとらえた下層渦 ―地上付近の水平構造― 

 

 座長 ： 佐藤 英一（気象研） 

B458 新井 健一郎 (気象研) 進行方向に沿って並んだ時計回り／反時計回り回転の下層渦のドップラー

レーダー観測 

B459 西橋 政秀 (気象研) 冬季雷と突風渦を伴う線状降水帯の高頻度高層ゾンデ観測 

B460 本田 匠 (九大院理) 2013 年 9 月に関東地方で発生した竜巻事例の解析 

B461 小林 哲也 (名大地球水循環) 三重県いなべ市で竜巻をもたらしたマイソサイクロンの形成過程 

B462 末木 健太 (東大大気海洋研) 竜巻を発生させる台風の構造的特徴 

B463 廣川 康隆 (仙台管区気象台) 2013年 12月 19-20日に日本海で発生・発達したメソ渦 

B464 杉本 聡一郎 (電中研) 突風関連指数を用いた大きな竜巻の発生環境場の地域性に関する検討 
  



 大会第 4 日 〔 5 月 24 日(土) 〕 13:30～17:00 専門分科会 

 C 会場   
 

｢都市における気候変動適応研究の最先端｣ 

 座長 ： 大楽 浩司（防災科研） 

C451 大西 領 (JAMSTEC) 都市・臨海・港湾域の統合グリーンイノベーション 

C452 大楽 浩司 (防災科研) 高解像度気候変動シナリオを用いた大都市圏の風水害脆弱性評価に基づく

適応に関する研究 

C453 杉本 志織 (北大院地球環境) 北海道の土地利用改変に伴う都市域の気温変化 

C454 高根 雄也 (産総研) 岐阜県多治見市周辺における異常高温の気候学的特徴 

 

 座長 ： 近藤 裕昭（産総研） 

C455 菅原 広史 (防大) 不均質な都市キャノピーにおけるゼロ面変位の推定方法 

C456 仲吉 信人 (東工大院理工) 人体装着型計測システムによる屋外暑熱環境実験 

C457 池田 亮作 (筑波大計算科学) 街区・建物周辺微気象モデルの開発 

C458 陳 桂興 (東北大院理) 3D structures of the sea-breeze front head as revealed by dual-Doppler lidar 

observation and building-resolving CFD modeling 

 

 休憩 

   

 座長 ： 今須 良一（東大大気海洋研），中島 映至（東大大気海洋研） 

C459 中島 映至 (東大 AORI) 大気環境物質のためのシームレス同化システム構築とその応用 

C460 今須 良一 (東大大気海洋研) 領域輸送モデルを用いた関東域からの二酸化炭素排出量のインバー

ジョン解析 

C461 五藤 大輔 (環境研) 都市における大気汚染物質シミュレーションとその健康影響評価 

 

 総合討論 

 



 大会第 4 日 〔 5 月 24 日(土) 〕 13:30～17:00 一般口頭発表 

 D 会場   

大気力学 

 座長 ： 相木 秀則（JAMSTEC） 

D451 樫村 博基 (宇宙研) 簡易金星版 AFES 高解像度計算のエネルギースペクトル 

D452 今村 剛 (宇宙研) 金星雲層における日射による対流の抑制 

D453 板野 稔久 (防衛大地球海洋) 3つの階段状渦度域で構成される軸対称渦の特異値解析(ノルムに対

する依存性) 

D454 舛田 あゆみ (横浜国大) 回転水槽実験で観測される波動挙動の定量化 

D455 山田 佳緒 (東大大気海洋研) 渦間相互作用による渦の移動の機構とその評価 

D456 岩山 隆寛 (神大・理) 地衡流乱流における大規模スケールの普遍性と不変量 

D457 相木 秀則 (JAMSTEC) 慣性重力波によるエネルギーフラックスの位相独立表現 

D458 増田 慧 (京大院理) 定常山岳波解の高精度計算法について 

D459 石岡 圭一 (京大院理) 順圧不安定からの擾乱発達に対する 2 つの上限値の同一性の証明 



大会第 1日 〔 5月 21日(水) 〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P101 清水 宏幸 (九大院理) 日本海寒帯気団収束帯(JPCZ)近傍の総観規模・メソ低気圧活動 

P102 吉田 聡 (地球シミュレータ) 局所発達率を用いた低気圧活動解析 

P103 石毛 貴也 (名大院環境) レナ川流域に着目した環北極域における大気水循環の経年変動 

P104 北本 萌子 (気象大) JRA-55 における全球水循環の強化と海面塩分変化との整合性 

P105 山内 晃 (長大院水産環境) CloudSat衛星プロダクトを用いた黒潮上の雲特性の解析 ～東シナ海領

域について～ 

P106 升永 竜介 (東大先端研) 黒潮・親潮続流域における複数の水温前線が冬季の大気境界層に及ぼす

影響 

P107 神代 剛 (気象研) 雲タイプ毎にみた夏季北半球中緯度海洋上での下層雲量の経年変動 

P108 浅野 匠彦 (東大院理) 黒潮暖水域の下層雲への影響：SST 平滑化感度実験における雲水量の変化 

P109 山本 勝 (九大応力研) 2013 年夏の対馬海峡の暖水域が降水に与える影響 

P110 佐藤 笑 (弘前大院理工) 青森県六ヶ所村で観測されたヤマセの鉛直構造 

P111 田口 文明 (地球シミュレータ) 北太平洋亜寒帯前線の南北変位に対する大気と海洋の応答: 大気

海洋結合モデル CFES を用いた実験 

P112 岡島 悟 (東大先端研) 暖候期に北太平洋中緯度の水温偏差が大規模大気循環に与え得る影響のメ

カニズムとその季節性 

P113 高橋 暢宏 (NICT) TRMM/PR による降水の長期的な特徴について 

P114 野口 峻佑 (京大院理) 気象庁 1ヶ月アンサンブル予報を用いた冬季成層圏北極点温度の予測可能

性に関する解析 

P115 大島 和裕 (JAMSTEC/RIGC) 年代によって異なる東西シベリア水循環の関係 

P116 大垣内 るみ (JAMSTEC) MIROC-ESM をもちいた最終氷期最大期の気候再現性とダスト分布 

P117 原田 やよい (気象庁気候情報課) 質量重み付き等温位面上帯状平均法を用いた JRA-55における大

気の流れの整合性の評価報告 

P118 鈴木 はるか (三重大院生物資源) 近年の北極振動の増幅と変調 

P119 菅野 湧貴 (東北大院理) 帯状平均に基づく 2BOXの寒気質量収支モデル～しきい値依存性につい

て～ 

P120 上杉 康貴 (気象大) JRA55とCMIP5温暖化実験にみる低緯度エネルギー輸送とHadley循環強度の

関係 

P121 小林 ちあき (気象研) JRA-55 で表現された平均子午面循環の特徴(3) 

P122 原田 やよい (気象庁気候情報課) JRA-55 の熱帯における赤道波の再現性評価報告 

P123 遠藤 伸彦 (JAMSTEC/RIGC) 20世紀におけるベトナム中部の秋季降水特性変動 

P124 高橋 洋 (首都大・JAMSTEC) 東南アジアモンスーン域の降水の年々変動における熱帯擾乱活動の

役割 

P125 浜田 純一 (首都大都市環境) 海大陸域の降水経年変動に及ぼすモンスーンの影響 

P126 平田 英隆 (九大院・理) アジアモンスーン循環に変調をもたらす熱帯低気圧の遠隔強制 

P127 井上 豊志郎 (東大大気海洋研) TRMM で観測された熱帯での降水の半日変化 

P128 市川 悠衣子 (北大院理) 気象庁 1 か月予報におけるマッデンジュリアン振動の予測可能性 



大会第 1日 〔 5月 21日(水) 〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P129 沢田 雅洋 (東大大気海洋研) 全球非静力学モデルを用いた 2012年の台風発生の予測可能性につい

て 

P130 斎藤 龍生 (東京海上研究所) CMIP5マルチモデルと確率台風モデルを組合わせた将来台風予測 

P131 関 隆則 (気象予報士会) 生徒の能動的参加を重視した気象実験事例「使い捨てカイロを用いた空気

の保温実験」 

P132 釜江 陽一 (環境研) 北半球陸上における 20 世紀後半以降の猛暑頻度の継続的な増加の要因 

P133 宮崎 真 (極地研) モンゴル北部カラマツ林における陸面過程モデルによる気象生態過程の再現性 

P134 仲江川 敏之 (気象研) タンクモデルで算定された貯水量の年平均値の長期変動 

P135 早崎 将光 (筑波大生命環境) 東アジア冬季モンスーン活動および低気圧活動の将来変化 

P136 野坂 真也 (気象研) 地域気候モデルの風に対するバイアス補正について 

P137 長谷川 聡 (PWRI) 年々変動を改善した日降水量の統計的ダウンスケーリング手法 

P138 陳 桂興 (東北大院理) Evaluation of the warm-season diurnal variability over East Asia in recent 

reanalyses JRA-55, ERA-interim, NCEP CFSR, and NASA MERRA 

P139 永野 良紀 (日大文理) 上層パターン分類からみたオホーツク海高気圧の特性 

P140 一柳 錦平 (熊大院自然) 秋田における降水同位体比の変動要因について 

P141 田中 博春 (長野県環境保全研) 長野県における年平均気温の変化予測 

P142 鈴木パーカー 明日香  (生命環境系) 複数の将来都市シナリオと RCM を用いた都市気候ダウンス

ケール実験 －日本の首都圏を対象として－ 

P143 稲垣 厚至 (東工大) 街区風に及ぼす植生の影響に関する LES 解析 



大会第 2日 〔 5月 22日(木) 〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P201 伊藤 昭彦 (環境研) 全球 1時間ステップでの陸域 CO2フラックス推定の試み 

P202 高島 久洋 (福岡大理) 北半球冬季熱帯東部太平洋における水平 3000 km 規模の巻雲 

P203 田上 雅浩 (熊大院・自然) 降水の安定同位体比を用いた冬季日本列島における水蒸気起源の推定 

P204 宮川 真友 (奈良女子大理) 地上観測から得られた南極昭和基地における雲の特徴 

P205 丹羽 洋介 (気象研) ４次元変分法を用いた CO2発生・吸収源推定 

P206 清水 厚 (環境研) PM2.5 高濃度イベントに対する黄砂・球形粒子の影響推定 

P207 廣瀨 雄揮 (名大院環境) スギ花粉の沈降速度 

P208 中原 勇希 (東京理科大院理) 富士山周辺におけるエアロゾルの光学特性 

P209 舟田 亮子 (奈良女子大理) 船舶太陽放射観測から得られた海上エアロゾルの特徴 

P210 山下 克也 (防災科研・雪氷) 2010年 6月に観測された高知のバックグランドエアロゾルと CCN の

物理特性 

P211 庭野 匡思 (気象研) 気象庁非静力学モデル JMA-NHM と積雪変質モデル SMAP の結合に向けて 

P212 中村 一樹 (防災科研雪氷) 低気圧に伴う降雪による積雪内の表層雪崩弱層の形成 

P213 工藤 玲 (気象研) エアロゾルの長期変動が大気境界層へ与える影響 

P214 荒川 隆 (JAMSTEC) MIROC ESM における大気モデルと化学・エアロゾルモデルの結合（第一報） 

P215 近藤 歩 (海洋大学，院) 衛星観測データを用いた雲量の導出とエアロゾルとの相互作用の評価 

P216 深堀 正志 (気象大) 太陽放射スペクトルにみられる水蒸気吸収帯の観測 

P217 居島 修 (高層気象台) 分光型全天日射計を用いた太陽光スペクトルの直達成分と散乱成分の試験

観測 

P218 渡邊 武志 (東海大 TRIC) 地上観測日射量データを用いた日射量変動の解析 

P219 亀高 遼平 (海洋大学・院) 非球形粒子の形状差が放射フラックスに与える影響の評価 

P220 山田 恭平 (東北大院理) 海上における地表面下向き放射観測の精度 

P221 澤田 淳也 (防衛大地球海洋) MTSAT-2/Split-Windowを用いた新燃岳噴火に伴う火山灰拡散の解析 

P222 野原 大輔 (電中研) 竜巻移動経路を考慮した竜巻遭遇確率の推定 

P223 熊澤 里枝 (横浜国大) 傘の色の違いによる日傘効果の評価 

P224 桐山 悠祐 (東京理科大院理) 人為的 NOx、VOC 排出量の減少がオゾン濃度に与える効果 

P225 佐藤 香枝 (明星電気) 地上稠密観測 POTEKAで観測した 2013 年 8月 11 日のダウンバースト(1) 

P226 野呂瀬 敬子 (防衛大地球海洋) 地上稠密観測 POTEKAで観測した 2013年 8月 11 日のダウンバー

スト(2) 

P227 岡田 牧 (筑波大院 生命環境) ポリエチレンチャンバーによる放射－対流熱交換に及ぼす LAI 増

加影響の評価 

P228 瀬古 弘 (気象研) GNSS データよる水蒸気量場推定 

P229 後藤 忠広 (NICT) 周波数の有効利用を目的とした協調制御型気象レーダシステムの検討 その５ 

レーダ同期技術の実証実験 



大会第 2日 〔 5月 22日(木) 〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P230 花土 弘 (NICT) 周波数の有効利用を目的とした協調制御型気象レーダシステムの検討その６ バ

イスタティック受信観測に関する検討 

P231 菊池 博史 (阪大院工) 周波数の有効利用を目的とした協調制御型気象レーダシステムの検討 そ

の 7 2次元アレイアンテナにおける偏波パラメータ観測精度 

P232 箕輪 昌裕 (古野電気) 小型 X-band 気象レーダーによる都市域の局地的豪雨の観測 

P233 堀江 宏昭 (NICT) EarthCARE/CPR 検証用高感度レーダの初期観測結果 

P234 古澤 文江 (名大地球水循環) 陸域降水リトリーバルのための EOF 解析を用いた高周波マイクロ波

射出率の長期データ 

P235 谷中 郁哉 (茨城大理) リモートセンシングによる下部対流圏オゾン量導出のための航空機による

検証観測 

P236 関 隆則 (気象予報士会) 千葉県船橋市における結氷量の順位分布とその特徴 

P237 酒巻 洋 (三菱電機) 浮体式ドップラーライダーにおける動揺補正アルゴリズム 

P238 石田 春磨 (山口大院理工) CALIPSO データを用いた MTSAT-2 霧検出結果の検証  

P239 小西 啓之 (大阪教育大) 氷晶自動観察装置の作成と大型保冷箱を用いた氷晶発生実験 

P240 平沢 尚彦 (極地研) SPICE サイト・陸別における降雪量観測 

P241 永瀬 司 (WICS) 転倒ます型雨量計の比較観測 

P242 稲飯 洋一 (京大生存研) ラジオゾンデ気圧バイアスに起因する高度計算誤差のオゾン・気温プロ

ファイルへの影響 

P243 劉 哲換 (名大地球水循環) Assessment of wind fields simulated by CReSS for offshore wind energy 

generation 

P244 平田 英隆 (九大院・理) CReSS-NHOES を用いた爆弾低気圧と中緯度海洋との相互作用の解析 



大会第 3日 〔 5月 23日(金) 〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P301 高橋 忠司 (埼玉大) 畸形雪結晶の成因について 

P302 斎藤 篤思 (気象研) 氷晶核活性化特性の季節変化 

P303 Chen Ying-Wen (JAMSTEC) 全球雲解像非静力学モデルにおける雲微物理スキームの変更による

雲フィードバックの変化 

P304 橋本 明弘 (気象研) 航空機・地上観測データに基づく雲物理モデルの改良：その２ 

P305 宗近 夏美 (山口大農) ビデオゾンデの多地点連続放球がとらえた層状性雲内の鉛直構造 

P306 前島 康光 (気象研) 小河内ダム集水域におけるシーディングシミュレーション(その２) 

P307 吉住 蓉子 (九大院理) 冬季南岸低気圧の発達初期段階における雲システムの微物理的・電気的構

造 

P308 盧 盂燮 (東大大気海洋研) Evaluation of precipitating hydrometeor parameterizations in a 

single-moment bulk microphysics scheme for deep convective systems over the tropical central Pacific 

P309 山田 芳則 (気象研) 2013 年 3月 2～3日の北海道東部での暴風雪に関する数値実験 

P310 渡邉 俊一 (東大大気海洋研) 冬季日本海上で発生する渦状擾乱の解析：Ⅰ.渦と経路の客観的抽出

手法の開発 

P311 大東 忠保 (名大地球水循環) 梅雨期に発生したクラウドクラスターに関する雲解像モデル CReSS

と観測との雲物理量の比較 

P312 津口 裕茂 (気象研) 近年の顕著な集中豪雨事例の再解析 ～事例解析と統計解析によるアプロー

チ～ 

P313 足立 幸穂 (JAMSTEC/RIGC) 神戸市と周辺地域の降水イベントを対象とした高解像度再現実験 

P314 鈴木 悠也 (福島大院理工) 2013年 8月 5 日に発生した短時間豪雨の解析 

P315 柏柳 太郎 (日本無線) 雲レーダーによる積乱雲発生初期のドップラ観測 

P316 佐々 浩司 (高知大理) 高密度地上観測による 2013年 9月 2 日の越谷竜巻の発生環境について 

P317 栃本 英伍 (東大大気海洋研) 竜巻大発生を伴う温帯低気圧構造と環境場（2） 

P318 岡本 幸三 (気象研) 衛星搭載風ライダーの観測システムシュミレーション実験（OSSE）その２ 

P319 浅野 準一 (気象大) ひまわり６号による高頻度観測データを利用した積雲急発達域検出の改良 

P320 足立 透 (早大高等研) 衛星光学観測に基づく雷放電特性の導出 

P321 吉田 智 (気象研) 広帯域雷放電三次元可視化装置の開発とその精度検証 

P322 勝部 弘太郎 (北大院理) 海面水温を変えた熱帯低気圧の温帯低気圧化の数値実験 

P323 青野 憲史 (東北大院理) 雲解像モデルによる乱流熱フラックスの風速依存性の台風発達への影響

に関する研究 

P324 山田 洋平 (JAMSTEC/RIGC) 全球非静力学モデルを用いた AMIP 型実験（15年）の熱帯低気圧温

暖化変化について 

P325 牛田 祐貴 (名大地球水循環) 雲粒子ゾンデHYVISによる熱帯の降水雲内の氷晶の鉛直分布の特徴 

P326 北畠 尚子 (気象研) TRMM/TMI 輝度温度データで分類した台風の構造 

P327 小山 亮 (気象研) 衛星データを用いて解析された T1324 の発達期の構造変化 

P328 和田 章義 (気象研) NHM-LETKF を用いた台風 0813 号(Sinlaku)の予測可能性 



大会第 3日 〔 5月 23日(金) 〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P329 中山 翼 (北大院理) ガーナにおける気象情報の空間詳細化 

P330 中村 祐輔 (立正大地球環境) 熊谷市における夏季・冬季のヒートアイランド強度 

P331 河野 なつ美 (東工大院理工) 擬似温暖化を利用した名古屋都市圏の将来気候変化 

P332 三井 智章 (東工大院理工) WRF-CHEM を用いた東京湾海風挙動のシミュレーション 

P333 田中 博春 (長野県環境保全研) 樹林内の広場における林縁近傍の積雪深空間分布 

P334 岩井 宏徳 (NICT) ドップラーライダーにより観測された六甲おろしの構造 

P335 佐々木 華織 (中央農研) 山形県庄内地方に発生する局地風清川ダシの強風域分布の特徴 

P336 中井 専人 (防災科研雪氷) 冬季山頂－露場気温観測の比較 

P337 堀口 光章 (京大防災研) 不安定時の大気境界層における乱流構造－都市近郊における観測より－ 

P338 吉田 祐麻 (東工大院理工) 実都市幾何における三次元熱放射過程を考慮した LES 数値解析 

P339 吉田 龍二 (理研計算科学) 傾圧波実験における鉛直格子間隔の影響評価 

P340 大泉 伝 (JAMSTEC) スーパーコンピュータ「京」に適応した超高解像度実験用ＮＨＭの開発 

P341 宮本 佳明 (理研計算機構) 離散系における線形安定性解析 

P342 小田 真祐子 (気象研) Counter-propagating ロスビー波・重力波相互作用 Pro-propagating 重力波の役

割 

P343 杉山 耕一朗 (宇宙研) 金星雲層を想定した鉛直対流の数値計算 

P344 安藤 紘基 (JAXA) 雲解像モデルを用いた金星重力波の２次元数値実験 

P345 小高 正嗣 (北大理) 惑星大気大循環モデル DCPAM を用いた MELOS1 探査機のための火星表

層環境評価 

P346 今村 剛 (宇宙研) 火星における対流励起重力波と熱圏への影響 



大会第 4日 〔 5月 24日(土) 〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P401 久富 悠生 (首都大都市環境) 武蔵野台地における浅層地下水流動の将来予測に関する研究―4つ

の GCM の出力と MODFLOW を用いて― 

P402 長田 和雄 (名大院環境) 粗大粒子中の硝酸塩：ニトロン薄膜法を用いた個別定量法の検討 

P403 長田 和雄 (名大院環境) 沖縄・辺戸岬で採取した乾性・湿性沈着物中の球状炭化粒子 

P404 村山 昌平 (産総研) スバールバル諸島ニーオルスン基地における大気中二酸化炭素、メタン、一

酸化炭素濃度の連続観測 

P405 中井 専人 (防災科研雪氷) ２冬季の降雪粒子観測とレーダーZe-R 

P406 渡辺 彩水 (東京理科大院理) 都市大気と山岳大気での雲凝結核特性 

P407 田村 夏美 (京大院理) TRMM PR データを用いたブライトバンド強度の解析 

P408 山田 芳則 (気象研) 異なるバルク微物理モデルの違いによる東京及びその周辺の降雪予測の比較 

P409 島田 正樹 (防衛大地球海洋) 人工降雨による豪雨（豪雪）軽減実験 

P410 越田 智喜 (いであ) 強度の小さい降水に対するレーダ雨量観測精度向上の検討 

P411 古田 尚悟 (山口大農) 発達初期段階にある南岸低気圧に伴う雲内の微物理構造 

P412 下條 正人 (首都大都市環境) 関東地方南部に大雪をもたらした 2013 年 1月 14 日の降雪に関する

研究－積雪分布の特徴に着目して－ 

P413 稲津 將 (北大院理) 北海道における豪雨・雪の再現性対す多段ネスト効果 

P414 的場 徹 (九大院理) 春季先島諸島周辺におけるニンジン状雲の発生メカニズム 

P415 若月 泰孝 (筑波大院生命環境) 梅雨前線構造と降水の統計解析 

P416 濱田 篤 (東大大気海洋研) 極端な降雨と極端な対流を伴う降水システムの季節特性 

P417 田中 大輔 (首都大都市環境) スネーク曲線を用いた平成 24年九州北部豪雨ほかの解析―50年確率

値を用いて― 

P418 橋北 太樹 (千葉工業大工) 屋外カメラのステレオ観測に基づく首都圏に発達する積乱雲の位置・

高度推定 

P419 横田 祥 (気象研) 2012 年 5月 6 日につくば市に被害をもたらした竜巻に関するアンサンブル実験

による相関解析 

P420 村松 貴有 (網走地方気象台) 日本における竜巻発生時の大気環境場とレーダーエコー指数の地域

変化・季節変化 

P421 瀬戸 心太 (長大院工) GPM 主衛星搭載 KaPRレーダによる降水強度推定 

P422 大井川 正憲 (京大生存研) LETKF の双方向ネストシステムを用いた GNSS 稠密観測で観測した水

蒸気データの同化実験 

P423 林 修吾 (気象研) 積乱雲内の雷放電点の三次元分布と偏波パラメータの特徴 

P424 諸田 雪江 (ウェザー・サービス) 雷モデルを用いた雷シミュレーションにおける中和過程の検討 

P425 高倉 寿成 (九大院理) 秋雨期(9月)の台風による水蒸気の長距離輸送とその水蒸気起源 

P426 嶋田 宇大 (気象研) ドップラーレーダーで 5分毎に捉えた T1215 の内部構造 

P427 大脇 良夫 (名大地球水循環) 2013年 6月 15日にパラオ共和国で雲粒子ゾンデ（HYVIS）により観

測された降水システム内の過冷却水滴と固体凝結物の分布 

P428 金子 峻也 (筑波大地球学類) チベット高原とその周辺域におけるメソ対流系の活動分布 
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P429 西本 絵梨子 (京大院理) CMIP5・再解析データセットにおける熱帯対流圏界面温度構造の再現性 

P430 吉岡 大秋 (横浜国大) PALAU2013 で観測された台風 4号発生時の環境場について 

P431 酒井 貴紘 (名大地球水循環) PALAU2013 観測期間中に発生した台風 6号(RUMBIA)の発生環境場

の特徴 

P432 小田 真祐子 (気象研) 台風進路予報の精度向上のための全球モデル用のアンサンブルに基づく変

分法同化法の開発（その１） 

P433 藤森 祥文 (愛媛大院理工) レーダー・アメダス解析雨量を用いた松山平野の降水特性 

P434 田中 実 (無所属) 近年の日最高気温の高い記録と夏の天候との関係 

P435 寝占 祐太 (東工大院理工) 東京における夏季東京湾海風の進入の年代変化 

P436 中島 虹 (首都大院都市環境) 関東平野南部の大気汚染物質濃度分布に与える海風の影響 

P437 比良 咲絵 (気象大) 夜間下層ジェットの解析解 

P438 今井 優真 (筑波大地球学類) 新潟県で発生する局地風“安田だし”の気候学的研究 

P439 高野 哲夫 (SnowCast) 山形県内における冬季の季節風と夜間の気温分布の関係 

P440 水戸 俊成 (首都大院都市環境) 風力発電所の立地による風況の違いと発電量の傾向 ～日本にお

ける海岸・丘陵・山岳に立地する 6 ヶ所の風力発電所の実測データを用いて～ 

P441 伊藤 純至 (東大大気海洋研) Terra Incognita スケール境界層モデルの開発：圧力相関項のモデル化 

P442 五十嵐 健祐 (東北大院理) LES を用いた大気境界層の熱対流に関する数値実験 

P443 若月 泰孝 (筑波大院生命環境) 浅水モデルを用いた変分法データ同化における非線形効果の調査 

P444 西川 雄輝 (東大大気海洋研) 直交座標系における地形表現スキームの比較実験 

P445 伊藤 享洋 (気象庁数値予報) 鉛直シアーをもつ東西流中の渦 Rossby波の解析解 

P446 杉山 耕一朗 (宇宙研) 巨大惑星を想定した雲対流の 2 次元数値計算 
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